　　　　　　　【沖縄】
　　　　　　　　　　　　　　　　うるま市　高安　昭子

　私は六十一歳、今年一年生になる孫もいるおばあちゃんです。毎日車で、犬二匹と海へ出かけます。つえ二本でようやく歩いて、やっぱり車椅子にたよってしまいます。砂浜はつえは無理、車いすはもちろんだめです。海が好きです。石川県の海で子どもの頃はまぐり拾い、水泳もしました。沖縄に来てからも、アサリ拾いをして、田いもつくっっている人と物々交換なんてやりました。″青い海〟、〝青い空〟、〝さんさんと降り注ぐ太陽〝、沖縄ってすばらしいです。私は、具志川身障協で、週二回カラオケ，月一回のグランドゴルフ、絵画、写真教室、パソコンなどいろいろとさせてもらっています。
また危険もいっぱい見つけました。トイレの便器の横手すりが固定していないのを解らないで、思い切り手すりにつかまろうとしたら、前の方に倒れたこともありました。また、トイレですが、せっかく大きいスペースであるのに、いろいろなものが置いてあって車椅子でＵターン出来なくて、用を済ませて、又バックででてくるとき、トイレの戸がカチッと止まってくれないので、手や足を痛めたこともあります。つえ二本で歩いている時、ビー玉みたいな小さい丸いものに片足をとられてひっくりかえったことや、あるスーパーで、床が滑って、つえを滑らせて転んだこともありました。でも又いろんな所で、親切にされて【ありがとう】って頭を下げることもたくさんあります。ジュースボックスでお金を入れて好きなものを押したけれど、下の方にゴロンと詰まって取れなくなって困っているとき、次に買いに来た人にとってもらったこと、上り坂で車いすを押してもらったこと、つえ二本で歩いているときケータイを落として拾ってもらったことなど、まだまだいろいろとあります。なるべく自分で出来ることは、人や家族を頼らずに、やろうと思うけれど，身障者(私も含めてですが)は甘えているところもあると思います。
世の中身障者だと言って容赦はしません。悪いことは悪、良いことは正しいと、健康な方と同じだと思います。外に出ると皆が好奇心で見るからと家に閉じこもっていたらストレスなどがたまって、うつ病、自律神経失調症、不眠症、おまけに更年期障害になって、三年間も家でぶらぶらしていました。
入院もしましたが、直らないまま退院してすわっていてもだるいし、トイレとおふろぐらいしか立たないので寝ダコがお尻あたりに出来て、毎日ボーとしてつらくて，憂うつで、死にたい死にたいと思って横になっていました。結婚して子どもも三人産んで、主婦なのに、家事もいや、掃除洗濯も、買い物も何にもしたくなくて、家族は仕事も、学校や私の世話、食事の準備などでくたくたで皆顔色悪くてキョンシー一家みたいでした。よく三年間もがんばって生きてくれたと、元気になったとき、神様ありがとうーと感謝しました。そして死のうとまで思いつめたこの命を一日一日，くいのないようにしっかりと生きようと思いました。又私たち身障者でも、誰かのために何かひとつでも人に優しくしてあげることも出来ると思います。何でもいいと思います。私は皆に元気をあげようと思います。お金はいつもピーピーですが、働き者で無口で、まっすぐな主人、しっかり者の長男、やんちゃですが身障者をとても思いやる次男、嫁に行ったけれど私に孫という宝物を産んでくれた長女、それから犬や猫たち、これらに囲まれ、助けられて、とても幸せなんです。又私は笑顔が好きなんです。車で狭い道をゆずった時、知らない人がニコッと笑顔で合図してくれた時、とても嬉しいです。
　ニヘイデービル。ソーメンチャンプルー・ふーチャンプルー・ゴーヤーチャンプルー・中味汁・ラフテー・ソーキ汁・テビチ汁など、そして沖縄そば・てんぷらなど美味しいものがいっぱいの沖縄、そしてこの自然がすばらしい沖縄で、元気に、明るく、強く生きていこうと思います。ご静聴ありがとうございました。
